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授業作成の過程

Pｌａｎ
構想・目標設定

Ｄo
授業を実践

Ｃｈｅｃｋ
問題のチェック

Action
評価

Brainstorming



CM作成の効果

メディア・リテラシーの一環

ＣＭを
作ろう！

ＣＭの種類や
特徴は・・・？

ＣＭを作る人は
何を考えてるの

だろう？
どう表現
すれば注
目される
かな？



CM作成の効果

作る

解る

変わる



折り紙宣伝CMを作ることで，メディアの特徴をとら
え，メディアに対する姿勢や情報を伝えるときの注
意点，表現技法を工夫する必要性を考える。

目的

説明 ①CMを調査分析
②企画書を作成（レイアウトや絵コンテも）
③作品作り
④作品鑑賞
⑤自己・相互評価
※作り手の立場を体験し，メディアの違いによる特
性を理解し，メディアに対する姿勢を育む。

分野 情報A・高校１年（１５歳）

メディア・リテラシーキーワード

ORIGAMI売込み大作戦



①CMを調査分析

好きなCMを選んで調査分析する

プロのテクニックを
盗む！



●「折り紙を外国人に宣伝せよ」

折り方，歴史，効能（痴呆防止），美しさ・・・

外国人に日本語は
通じない！

工夫して宣伝せよ。

②企画書を作成





「AIDMAの法則」を踏まえて企画立案

売り手

「商品・

サービスを

売りたい！」

買い手

情報の

取捨選択
↓

商品の購入

商品PR 

マーケティング理論 AIDMAの法則



Attention（注意）

↓

Interest（興味・関心）

↓
Desire（欲求）

↓
Memory（記憶）

↓

Action（行動）

認知

感情

行動

CM
雑誌、
新聞、
TV、

Web･･･







生徒の作品
（静止画）



生徒の作品（動画）



生徒の作品（動画）



生徒の作品（動画）



生徒の作品（動画）



出来たCM作品を提出。鑑賞しあう。

④作品鑑賞



１．メディアの違いによる特性が理解できたか。（知識・理
解）（思考・判断）

２．表現技法を工夫し，聴衆を意識したCM制作・発表がで
きたか。（技能・表現）

３．ICTを活用できたか。（技能・表現）

４．提出物の期限を守れたか。（関心・意欲・態度）

⑤自己・相互評価



自己評価結果
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提出物の期限を守れたか

ICT技術を活用できたか

表現技法を工夫できたか

外国人にも分かる内容か

メディアの特性が理解できたか

Yes

No

制作に夢中になりすぎ
て目的を忘れる傾向



感想内容別統計（合計１４７件中）
その他(面白
かった、難し
かった、特にな
し等), 38

｢メディア・リテ

ラシー」につい
て, 40

｢ICT機器の操
作」について,

33

「表現上の工

夫」について,
36

生徒の感想より抜粋

・いつも何気なく見ていたCMの見方が変わった。

・短時間で印象に残すのは大変。表現の工夫が必要。

・以前に比べてPCやデジカメの操作がうまくなった。

意識の
変化



予想外の効果

作る

解る

変わる

解決
解
決 解

決





ITN大会の目的・趣旨

●大会名：第3回Innovative Teachers’ Conference

●主催：マイクロソフト

●協賛：UNESCO

●日程：2007年2月28日～3月2日

●場所：Cambodia(カンボジア)のSiem Reap（シエム
リアプ）

●目的：世界中の教育現場におけるICT活用能力
を向上させる。



１８の参加国（アジア大会）

 オーストラリア

 カンボジア

 インド

 韓国

 フィリピン

 台湾

 スリランカ

 タイ

 バングラディシュ

 カナダ

 日本

 マレーシア

 ニュージーランド

 ベトナム

 インドネシア

 ブルネイ

 シンガポール

 香港



各国の発表内容



世界各国のICT教育

 韓国や台湾、シンガポールは積極的な印象。

 バングラディシュ、母国語が公用語に。

 インド、根強いカースト制度。下層の教育が課題。

 オーストラリア、カナダは普通の授業でPC活用。

 日本は環境が整備されており、素晴らしい。

（一人一台のPC環境など）

 しかし、環境の割にICT教育のレベルが低い。活か
しきれていない。もったいない。



グループワーク

 Aグループ：寛容、暴力と平和の文化

 Bグループ：環境持続性;水資源の保護

 Cグループ：住みよいコミュニティ

 Dグループ：ジェンダー関係

 Eグループ：カースト制度と階級構造と不公平

 Fグループ：合法／違法な、文化財の盗用



グループワーク発表の様子



コミュニケーション・コラボレーションの
大切さ

 指数関数的？独力では成し得ない成果

 見落としや暴走を未然に阻止できる

 現状を冷静かつ客観的に視ることができる

 新たな視点やアイデアが視えてくる

 問題には皆で対処できるので安心

 人は十人十色。文化や環境や意見の違いに
偏見を持たずに柔軟な姿勢を。よりよくあろう
とする姿勢を。



 ９～１３世紀、カンボジア国家はメコン川の恩恵により東南ア
ジアで最も繁栄。その後衰退。

 １８６０年、アンリ・ムオ（仏）がアンコールワットを世界に紹介。

 第二次世界大戦後、カンボジア独立。しかし東西冷戦やベト
ナム戦争の影響を受け、内戦も起こり、混乱が続く。

 １９７５年、内戦がいったん終結。ポルポト政権の樹立。

カンボジアの歴史



教育に力を注ぐカンボジア

 １９７５年～ ポルポト政権による知識人大量虐殺。

 ポルポト政権崩壊後も中ソの確執により内戦は継続。
激減した人的資源。

国家発展には人材育成が最重要課題

www.iida-office.com/photo/pages/6cambodia_jpg.htm



 観光客で賑わう町。バイタクや象が足代わり。

 道路のほとんどが舗装されておらず、埃っぽい。

 十年前には銃器で武装した兵隊が町を闊歩し、至
る所で銃声が聞こえるのが日常。

 戦争後、地雷撤去や病院・学校等の建設に日本が
貢献。



 トンレサップ湖（雨季と乾
季で面積が３倍違う。

最も広いときは琵琶湖の
１５倍。）

 生活廃水により汚染され
た水質浄化が課題。

 水質汚染による疫病の流
行。１０人に１人が５歳に
なる前に死亡。

（年間５万５０００人以上）

 医療機関や医師の不足。



 水上寺子屋。（昔は寺＝学校）

 内戦の影響で若い男性人口が激減。子供は
重要な一家の働き手。

 低い就学率。低い識字率。

 教育機関や教師の不足。



 一般の月給平均３０ドル（３５００円程度）。

 １ドルあれば大人が一日生活可能。教育より生活。



ディジタルデバイドの問題

 全人教育が当然の日本では想像しがたい状況。

 情報インフラどころか生活インフラが整っていない→

電気や水道、電話線などの敷設が優先。

それでも・・・大変熱心に、世界に追いつこうと一生懸
命な国家。

 ICTとは？

 ICT教育の在り方とは？




